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特
集　

『
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
知
る

地
域
と
の
協
働
で
変
革
、
飛
躍
！

～
島
前
と
共
に
歩
む

　

昨
年
度
に
悲
願
の
学
級
増
を
実
現
し
、｢

過

疎
化
が
進
む
離
島
の
学
校
と
し
て
は
奇
跡
的｣

と
全
国
の
注
目
を
集
め
た
県
立
隠
岐
島
前
高

校
（
以
下
、
島
前
高
）
は
、
平
成
25
年
度
も

２
ク
ラ
ス
を
継
続
し
、
新
入
生
45
名
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

５
年
前
に
は
生
徒
減
で
学
校
存
続
の
危
機

に
瀕
し
て
い
た
島
前
高
。
も
し
高
校
が
無
く

な
れ
ば
、
15
〜
18
歳
の
若
者
が
島
か
ら
消
え

る
ば
か
り
か
子
ど
も
を
も
つ
世
帯
の
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
も
減
る
こ
と
で
人
口
減
少
に
直
結
し
、

地
域
の
活
力
が
減
る
の
は
明
白
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
島
前
の
存
続
の
た
め
に
も
高
校

を
無
く
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
！
」
と
中
長

期
的
な
視
野
で
進
め
ら
れ
て
い
る
高
校
改
革

こ
そ
、『
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』。
20

年
度
に
策
定
し
た｢

高
校
魅
力
化
構
想｣

に

沿
っ
て
、
地
域
密
着
型
の
授
業
や
キ
ャ
リ
ア

教
育（
夢
に
向
か
う
力
を
つ
け
る
教
育
）な
ど
、

独
創
的
な
施
策
を
次
々
と
実
践
し
て
き
ま
し

た
。

　

取
り
組
み
の
特
色
は
大
き
く
３
つ
あ
り
ま

す
。

　

１
つ
目
は
、
地
域
の
担
い
手
の
育
成
。
新

た
な
事
業
を
創
造
し
て
い
け
る
地
域
起
業
家

的
な
精
神
を
も
つ
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

ふ
る
さ
と
教
育
を
ベ
ー
ス
に
地
域
の
課
題
解

決
に
取
り
組
む
授
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
き
め
細
か
い
教
育
環
境
の
整

備
。
小
規
模
を
逆
手
に
取
っ
た
少
人
数
授
業

と
個
別
指
導
の
充
実
、
更
に
公
営
塾
「
隠
岐

國
学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
の
連
携
で
、
進
学
希

望
の
実
現
を
丁
寧
に
支
え
ま
す
。

　

そ
し
て
３
つ
目
は
島
留
学
（
※
１
）。
生

徒
数
の
増
加
を
狙
う
だ
け
で
は
な
く
、
全
国

か
ら
意
欲
の
高
い
入
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ

と
で
島
の
子
た
ち
に
良
い
刺
激
を
も
た
ら
し
、

学
力
や
生
き
る
力
を
相
互
に
伸
ば
し
あ
う
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

島
前
か
ら
の
働
き
か
け
を
受
け
、
島
根
県

で
は
23
年
度
か
ら
離
島
・
中
山
間
地
の
高
校

魅
力
化
・
活
性
化
事
業
を
開
始
。
24
年
度
に

は
標
準
法
の
改
正
（
※
２
）
も
実
現
し
、
平

成
20
年
度
に
15
人
で
あ
っ
た
教
員
数
が
25
年

度
に
は
28
人
に
増
え
ま
し
た
。
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
着
々
と
成
果
を
積
み
上
げ
て

い
ま
す
。

（
※
１
）
島
留
学

　

全
国
か
ら
意
欲
と
能
力
の

高
い
生
徒
を
受
け
入
れ
る
制

度
。
諸
条
件
を
満
た
す
学
生

に
は
寮
費
や
里
帰
り
交
通
費

の
半
額
等
を
補
助
す
る
。
生

徒
数
を
確
保
す
る
だ
け
で
な

く
、
最
大
の
狙
い
は
、
異
文

化
や
多
様
性
を
学
校
内
に
取

り
込
む
こ
と
で
地
元
生
徒
に

刺
激
を
与
え
、
高
校
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
。

（
※
２
）
標
準
法
の
改
正

　

標
準
法
と
は
、
昭
和
36
年

に
学
校
の
適
正
規
模
化
を
目

的
に
制
定
さ
れ
た
「
公
立
高

等
学
校
の
適
正
配
置
及
び
教

職
員
定
数
の
標
準
等
に
関
す

る
法
律
」
の
こ
と
。
教
員
数

は
標
準
法
に
よ
っ
て
全
国
一

律
の
基
準
で
算
定
さ
れ
る
た

め
、
中
山
間
僻
地
や
離
島
の

小
規
模
校
で
は
極
端
に
少
な

く
、
受
け
ら
れ
る
教
育
に
大

き
な
格
差
が
生
じ
る
。
こ
の

よ
う
な
現
状
を
打
破
し
教
育

の
機
会
均
等
を
実
現
す
べ
く
、

粘
り
強
く
要
望
し
続
け
た
結

果
、
こ
の
た
び
の
法
改
正
が

実
現
し
た
。
離
島
の
高
校
か

ら
働
き
か
け
て
法
律
が
改
正

さ
れ
る
の
は
異
例
。

隠
岐
島
前
高
等
学
校
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■隠岐島前高等学校の主な沿革と、 高校魅力化プロジェクトの歩み

（
※
３
）
魅
力
化
の
会

　

高
校
と
島
前
３
町
村
の
町

村
長
、
議
長
、
教
育
長
、
中

学
校
長
ら
に
よ
る
高
校
改
革

の
推
進
母
体
。
正
式
に
は
、『
隠

岐
島
前
高
等
学
校
の
魅
力
化

と
永
遠
の
発
展
の
会
』。
会
長

は
海
士
町
長
。
こ
の
会
の
下

部
組
織
と
し
て
、
教
員
と
行

政
、
保
護
者
、
住
民
等
に
よ

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

結
成
し
、
魅
力
化
構
想
を
練

り
上
げ
た
。

（
※
４
）
ヒ
ト
ツ
ナ
ギ

　

地
元
の
生
徒
と
島
外
の
生

徒
ら
有
志
が
作
り
上
げ
た
、

独
自
の
観
光
プ
ラ
ン
。
交
流

や
、
人
ど
う
し
の
つ
な
が
り

を
観
光
資
源
と
と
ら
え
た
点

が
特
徴
で
、
全
国
の
高
校
生

が
競
う
「
第
一
回　

観
光
甲

子
園
」
で
日
本
一
に
輝
く
。

翌
年
、
こ
の
企
画
を
考
え
た

メ
ン
バ
ー
は
実
際
に
全
国
か

ら
参
加
者
を
集
め
て
ツ
ア
ー

を
現
実
化
。
以
後
毎
年
継
続

実
施
し
て
お
り
、
中
学
時
代

の
ツ
ア
ー
参
加
者
が
実
際
に

島
前
高
へ
島
留
学
し
て
く
る

ケ
ー
ス
も
。
25
年
度
か
ら
は

部
活
動
に
昇
格
。

昭和

平成

30（1955）年　島根県立隠岐高校の島前分校（定時制）として開校

33（1958）年　分校として全国で初めて、全日制に切り替え

40（1965）年　島根県立隠岐島前高校となる（普通科、各学年２クラス）

48（1973）年　新校舎竣工式

51（1976）年　寄宿舎（鏡浦寮）開設

2　（1990）年　校訓制定　『真理・理想・進取』

5　（1993）年　寄宿舎、新築移転工事完了

6　（1994）年　格技場（道場）整備完了

12（2000）年　「離島の小さな高校、全国フォーラム・イン隠岐」開催。

14（2002）年　屋内運動場（体育館）竣工記念式典

17（2005）年　創立 50周年記念式典
20（2008）年　全学年１学級に。地元の子どもの 55％が島外の高校へ進学し、入学者は２８人まで激減、
　　　　　　　　   統廃合の危機。魅力化の会（※３）が発足、１年かけて「魅力化構想」を策定
21（2009）年　島前高校長と島前３町村長が県知事と県教育長へ「魅力化構想｣ を提言（２月）。
　　　　　　　  ４月から「高校魅力化プロジェクト」が本格始動
　　　　　　　  観光甲子園で「ヒトツナギ」（※４）がグランプリ（文部科学大臣賞）受賞
22（2010）年　「島留学」制度スタート

　　　　　　　   学校連携型の公営塾「隠岐國学習センター」開所。独自のプログラムを展開

23（2011）年　「地域創造コース」と「特別進学コース」の２コース制開始（２・３年）

　　　　　　　  キャリア教育推進連携表彰（文科省・経産省）受賞

24（2012）年   １年生の２クラス化が実現！全国から注目集め視察も急増。標準法一部改正
25（2013）年　新入生４５名のうち 19名は県外生。平成 26年度全クラス 2クラス化決定
　　　　　　　  学習センターが、西ノ島中学校 3年生に学習会開始。プラチナ大賞受賞
　　　　　　　  今年度中に「新・魅力化構想」を県へ提言する予定

 昭和 30年 4月 13日

 分校の開校式と第 1回入学式

古くから島前高名物の体育祭
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（人）
【島前高全校生徒数の推移 （平成 11 年度～）】

 
１年生 ２年生 ３年生 全校

生徒数 45 56 39 140

島外の生徒 22 21 11 54


